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❷❷

る災害復旧経費のほか、
に係る経費などを補正

　

令
和
５
年
第
４
回
能
登
町
議
会
６
月
定
例
会
議
を

６
月
６
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
開
会
し
、
町
長
提
出

議
案
20
件
、
報
告
６
件
が
提
出
さ
れ
た
。
議
案
は
令

和
５
年
度
の
補
正
予
算
の
ほ
か
条
例
改
正
や
請
負
契

約
の
締
結
な
ど
で
あ
り
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し

全
議
案
を
可
決
し
た
。
ま
た
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
は
、
初
日
に
採
決
し
同
意
し
た
。

　

13
日
に
は
、
７
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
っ
た
。

 を追加し、予算総額を155億3005万円に。
事業費も計上。

主な補正予算
○総務費
・地震による総合支所等の修繕費を計上
・物価高騰の影響を受けている交通事業者に対し、物価高騰対策支援として交
付金を計上

○民生費
・物価高騰の影響を受けている福祉施設等に対し、物価高騰対策支援として交
付金を計上

・物価高騰の影響を受けている私立認定こども園に対し、物価高騰対策支援と
して交付金を計上

○衛生費
・新型コロナウイルスワクチンの春開始接種と、秋開始接種の接種費用に関す
る経費を計上

・地震による能登三郷斎場等の修繕費を追加

○農林水産業費
・配合飼料価格の高止まりの影響を受けている事業者に対し、配合飼料価格高
騰対策支援として補助金を計上

○商工費
・地域循環型の電子マネー付ポイントカード（ひまわりカード）を普及するた
めの、補助金の追加や諸経費を計上
・地震による観光施設の修繕費及び負担金を計上

○教育費
・地震による小中学校、社会教育施設、体育施設等の修繕費を計上

○災害復旧費
・地震災害による農地、農業用施設の災害復旧費のほか、土砂撤去のための機
械借上料を計上
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令和５年奥能登地震に係 
ひまわりカードの普及 

６月定例会議

令和５年度一般会計予算は、２億5669万円 
電カ・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金事業費、新型コロナワクチン接種 

その他の主な議案
○請負契約の締結
・令和５年度　役場跡地整備事業（仮称）大屋根広場整備工事（建築）
　株式会社 鼎建設　　　代表取締役　小間　望
・令和５年度　能登町立白丸公民館整備工事（建築）
　株式会社 西中建設　　代表取締役　西中　順治
・令和５年度 旧柳田小学校解体工事
　北能産業 株式会社　　代表取締役　福池　功

○農業委員会委員の任命
河原 東洋史　氏（宮地）　　　　 井畠　網臣　氏（崎山）　　　赤﨑 由美子　  氏（瑞穂）
的場　清一　 氏（鶴町）　　　　 川崎　時夫　氏（黒川）　　　赤田　明　     氏（笹川）
上野　朋子　 氏（五郎左エ門分） 坂下　政浩　氏（鈴ケ嶺）　　大山　直美　   氏（内浦長尾）
橋谷　久司　 氏（立壁）　　　　 末次　芳幸　氏（行延）　　　西谷内 としえ　氏（市之瀬）

５月会議
　５月10日に『令和５年第３回能登町議会５月会議』を開会した。電力・ガスを始めとしたエネルギー・
食料品価格等の物価高騰に対する負担軽減策として、特に家計への影響が大きい低所得の世帯と低所得
の子育て世帯に対し、給付金を支給するための補正予算１件を可決した。

クラック(ひび割れ)の入った学校の壁 地震による農地災害

見
本
見
本



❹❹

いっぱん質問

問
　

令
和
５
年
度
予
算
か
ら
着

手
す
る
健
康
福
祉
の
郷
「
な

ご
み
」
の
大
規
模
改
修
を
進

め
る
う
え
で
の
方
針
を
示
せ
。

答　

町
長

　

町
の
個
別
施
設
計
画
で
は
、

再
編
の
方
向
性
と
し
て
、
現

在
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
、
他
施
設
と
の

機
能
複
合
化
を
検
討
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
基
に
、
最

適
な
機
能
と
大
規
模
改
修
を

検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
業
務

を
進
め
る
上
で
、現
状
分
析
・

機
能
整
理
な
ど
を
行
う
際
、

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

得
た
意
見
を
参
考
と
す
る
。

６月定例会議の一般質問（13日）

議員が、町の一般事務に対してその執行の状況または将来の方針、
政策的提言や行政への批判などを執行者に直接質問することです。

問　新規遊具整備に係る方針を問う

答　安全・安心な目玉遊具を設置する

問
　

令
和
５
年
度
予
算
か
ら
着

手
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
里
施

設
遊
具
整
備
事
業
」
を
進
め

る
う
え
で
の
方
針
を
示
せ
。

答　

町
長

　

現
在
24
カ
所
あ
る
公
園
の

遊
具
は
、
更
新
・
再
構
築
は

せ
ず
、
不
安
全
な
遊
具
を
順

次
撤
去
し
て
い
る
。
今
回
、

皆
が
憩
え
る
場
所
を
集
約
す

る
意
味
合
い
も
込
め
、
町
の

中
心
部
で
あ
る
柳
田
植
物
公

園
に
、
新
規
遊
具
整
備
を
計

画
し
た
。　

　

整
備
方
針
と
し
て
、
子
供

が
飽
き
ず
に
遊
べ
、
公
園
の

問　
な
ご
み
大
改
修
に
係
る
方
針
を
示
せ

答　
利
用
者
意
見
を
聴
き
長
寿
命
化
を
図
る

目
玉
と
な
り
、
安
全
・
安
心

が
確
保
さ
れ
、
子
供
が
も
う

一
回
行
き
た
く
な
る
、
親
も

ま
た
連
れ
て
行
き
た
い
と
思

え
る
遊
具
を
整
備
す
る
。

健康福祉の郷なごみ外観

小浦　　肇　議員

問
　

担
当
部
門
は
、
子
育
て
世

代
の
声
を
取
り
入
れ
、
町
長

の
方
針
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
示
せ
。

答　
ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　

遊
具
設
置
場
所
は
、
屋
外

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
跡
地
を

含
め
た
旧
噴
水
広
場
で
、
保

護
者
の
注
意
が
行
き
渡
る
範

囲
と
す
る
。

　

遊
具
の
仕
様
を
決
め
る
際

は
、
市
場
や
近
隣
市
町
の
現

況
を
調
査
し
、
専
門
家
の
意

見
や
利
用
者
の
中
心
と
な
る
、

小
学
生
以
下
の
子
供
の
保
護

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
。

そ
し
て
、
子
供
達
の
健
全
な

成
長
を
促
す
遊
び
場
と
交
流

人
口
拡
大
を
目
指
し
た
、
安

全
・
安
心
な
憩
い
の
空
間
創

出
を
目
指
す
。

問
　

担
当
部
門
は
、
集
客
ア
ッ

プ
を
織
込
み
町
長
の
方
針
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
示

せ
。

答　

健
康
福
祉
課
長

　

な
ご
み
は
、
平
成
16
年
に

オ
ー
プ
ン
し
18
年
経
過
し
て

お
り
、
全
体
的
に
老
朽
化
が

進
み
、
躯
体
や
設
備
の
不
具

合
が
多
く
発
生
し
、
そ
の
都

度
修
繕
を
重
ね
て
き
た
。

　

具
体
的
な
改
修
内
容
や
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
は
、
専
門

家
に
よ
る
劣
化
度
合
い
調
査

や
、
指
定
管
理
者
及
び
併
設

す
る
施
設
の
管
理
者
の
意
見
、

そ
し
て
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
課
題
を
整
理

し
て
、
利
用
者
要
望
を
参
考

と
し
、
利
用
者
が
快
適
に
過

ご
せ
る
空
間
を
構
築
す
る
よ

う
に
取
り
組
む
。
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いっぱん質問

馬場　　等　議員

問
　

石
川
県
は
今
年
５
月
19
日

付
で
、
新
た
な
河
川
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た
。
そ
の

中
に
は
、
※
能
登
町
防
災
備

蓄
倉
庫
の
す
ぐ
近
く
を
流
れ

る
上
町
川
の
洪
水
浸
水
想
定

区
域
図
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
図
に
よ
れ
ば
、
防
災
備

蓄
倉
庫
の
場
所
は
上
町
川
の

洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
は
能
登
町
防
災
備

蓄
倉
庫
の
現
在
の
場
所
が
適

切
だ
と
考
え
る
の
か
。

答　

町
長

　

昨
年
の
９
月
議
会
の
答
弁

で
は
、
能
登
町
防
災
備
蓄
倉

庫
の
立
地
条
件
は
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
該
当
し
な
い
こ

と
や
、
上
町
川
の
洪
水
浸
水

想
定
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
そ
の
場
所
が
最
適
で

あ
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、

最
近
公
表
さ
れ
た
上
町
川
の

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
に
よ

り
、
能
登
町
防
災
備
蓄
倉
庫

が
洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

で
は
能
登
町
防
災
備
蓄
倉
庫

問　新たに防災備蓄品を置く場所は

答　今すぐ移転、備蓄品移動は難しい
　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な

ど
に
よ
る
大
雨
の
時
期
に
な

り
、
土
砂
災
害
や
洪
水
に
よ

る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。
早

急
に
、
現
在
の
防
災
備
蓄
倉

庫
の
備
品
を
安
全
な
施
設
に

移
動
す
べ
き
で
あ
る
。

　

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

問答　

総
務
課
長

　

備
蓄
倉
庫
の
移
転
に
関
し

て
は
、
今
す
ぐ
に
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
今
後
は
分
散

備
蓄
の
場
所
で
あ
る
小
中
学

校
に
お
い
て
、
分
散
の
割
合

や
物
資
の
内
容
な
ど
を
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

能登町防災備蓄倉庫

そ
の
他
質
問

問
※
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答　

建
設
水
道
課
長

令
和
４
年
度
ま
で
の
３
か

年
の
実
績
と
し
て
、
14
河
川
、

約
５
１
９
０
㎥
の
土
砂
除
去

と
、
約
３
０
０
㎡
の
支
障
木

伐
採
を
完
了
し
て
い
る
。　

ま
た
、
県
が
管
理
す
る
２
級

河
川
に
つ
い
て
の
実
績
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
２
年

度
か
ら
の
３
年
間
で
６
河
川

実
施
し
て
い
る
。

問
現
在
、
第
４
次
能
登
町
行

政
改
革
大
綱
が
実
行
さ
れ
て

い
る
。
今
年
１
月
20
日
に
行

わ
れ
た
行
政
改
革
推
進
委
員

会
で
の
会
議
録
に
よ
る
と
、

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
は
、
見
直
し
を
予
定

し
て
い
る
と
な
っ
て
い
た
。

実
際
に
見
直
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
点
を
見
直

し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
理
由

は
何
か
。

答　

総
務
課
長

令
和
４
年
度
末
に
見
直
し

を
行
っ
た
。
見
直
し
の
理
由

は
定
年
延
長
制
度
導
入
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　

見
直
し
た
点
は
、
新
た
な

職
員
の
採
用
に
お
い
て
は
、

退
職
者
の
補
充
で
は
な
く
採

用
者
の
平
準
化
を
行
う
こ
と
。

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
が

な
さ
れ
た
下
水
道
事
業
を
定

員
適
正
化
計
画
の
対
象
か
ら

除
外
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

問　
防
災
備
蓄
倉
庫
の
場
所
は
最
適
か

答　
今
は
、
最
適
で
は
な
い
と
判
断
す
る

の
場
所
は
最
適
で
な
い
と
判

断
す
る
。

　

町
全
体
の
防
災
備
蓄
品
の

半
分
を
保
管
す
る
集
中
備
蓄

拠
点
で
あ
る
。

　

備
蓄
品
の
残
り
半
分
は
、

小
中
学
校
の
９
カ
所
に
分
散

保
管
し
て
い
る
。

※
能
登
町
防
災
備
蓄
倉
庫

　

令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
実
施
す

る
事
業
で
、
河
川
に
堆
積
し

た
土
砂
の
撤
去
や
、
雑
木
の

伐
採
な
ど
を
行
う
事
業
。

　

令
和
５
年
度
は
県
が
管
理

す
る
２
級
河
川
で
は
、
梶
川

と
梅
ノ
木
川
の
２
河
川
。
町

が
管
理
す
る
普
通
河
川
で
は
、

柏
木
川
、
寺
田
川
、
鈴
江
川
、

岩
井
戸
川
、
寺
分
川
、
余
ノ

井
川
、
久
田
川
、
滝
ノ
坊
川
、

滝
波
川
、
梅
ノ
木
川
の
10
河

川
の
予
定
。

※
緊
急
浚
渫
推
進
事
業



いっぱん質問

❻

𠮷田　義法　議員

問　上水道未設置地区の取水補助を

答　要望があれば制度設計は必要

問①
給
水
区
域
内
で
未
給
水
の

地
区
は
ど
こ
か
。
未
給
水
の

事
由
は
何
か
。
ま
た
、
給
水

区
域
外
の
地
区
よ
り
給
水
の

要
望
が
あ
っ
た
場
合
の
対
処

は
。

②
給
水
区
域
外
で
あ
る
滝
之

坊
地
区
か
ら
の
要
望
で
、
実

施
し
た
取
水
施
設
再
整
備
事

業
の
経
過
は
。

③
輪
島
市
や
珠
洲
市
に
は
、

未
給
水
地
区
の
集
落
や
世
帯

に
対
し
て
取
水
施
設
を
整
備

す
る
補
助
制
度
が
あ
る
。
当

町
に
お
い
て
も
制
度
を
設
け

る
べ
き
だ
。

問　
産
学
官
連
携
で
養
殖
業
を
推
進
せ
よ

答　
協
力
し
養
殖
業
の
支
援
を
進
め
た
い

問①当
町
に
お
け
る
養
殖
業
の

現
状
は
。
ま
た
、
技
術
を
習

得
し
、
新
規
事
業
に
参
入
し

よ
う
と
す
る
者
へ
の
支
援
制

度
は
あ
る
か
。

②
雇
用
創
出
の
一
つ
の
方
策

と
し
て
養
殖
業
へ
の
参
入
を

促
進
し
て
は
ど
う
か
。
対
象

は
町
内
外
を
問
わ
ず
、
町
内

で
養
殖
業
を
営
む
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
参
入
し
よ
う
と

す
る
者
と
能
登
海
洋
水
産
セ

ン
タ
ー
の
間
を
取
持
つ
こ
と

や
、
町
支
援
制
度
の
活
用
促

進
等
の
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的

に
開
催
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。

答　

農
林
水
産
課
長

①
当
町
の
養
殖
業
者
は
海
上

養
殖
１
軒
、
陸
上
養
殖
２
軒
。

魚
種
は
ヒ
ラ
メ
や
マ
ス
、
ト

ラ
フ
グ
等
。
支
援
事
業
と
し

て
は
、
水
槽
や
給
水
タ
ン
ク

等
の
設
備
に
対
す
る
養
殖
業

答　
建
設
水
道
課
担
当
課
長

①
給
水
区
域
内
の
未
給
水
地

区
は
宮
地
、
鮭
尾
、
太
田

原
、
柏
木
、
爼
倉
の
５
地
区

で
、
平
成
25
年
度
に
加
入
意

向
調
査
を
実
施
し
た
が
、
希

望
は
３
割
未
満
。
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
事
業
を
中
止
し

た
。
ま
た
、
給
水
区
域
の
拡

大
は
行
っ
て
い
な
い
。

海洋水産センター外観

③
井
戸
を
掘
削
す
る
補
助
制

度
に
つ
い
て
、
要
望
が
あ
れ

ば
制
度
設
計
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

答　

町
長

促
進
活
性
化
事
業
が
あ
り
、

補
助
率
は
２
分
の
１
で
限
度

額
は
２
５
０
万
円
。
養
殖
す

る
建
物
に
対
す
る
養
殖
業
施

設
整
備
事
業
で
は
補
助
率
10

分
の
３
で
限
度
額
は
６
０
０

万
円
。
い
ず
れ
も
海
洋
水
産

セ
ン
タ
ー
の
技
術
支
援
を
受

け
た
事
業
所
や
個
人
が
対
象

で
、
問
合
せ
先
は
町
農
林
水

産
課
（
６
２

－

８
５
２
４
）。

答　

町
長

②
昨
今
、
漁
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
。
今
後
、
養

殖
業
も
重
要
な
選
択
肢
と
な

る
と
考
え
る
。
養
殖
業
の
参

入
へ
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
海

洋
水
産
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を

得
な
が
ら
当
町
の
支
援
制
度

を
活
用
し
進
め
て
い
き
た
い
。

滝ノ坊地区

そ
の
他
質
問

海
洋
水
産
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
の
総
額
と
財
源
は
。
ま

た
、
金
沢
大
学
に
譲
渡
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
建
設
当

初
か
ら
の
計
画
な
の
か
。

答　

総
務
課
長

総
額
６
億
１
５
９
０
万
円

で
財
源
は
地
域
活
性
化
事
業

債
と
合
併
振
興
基
金
を
活
用
。

答　

町
長

無
償
譲
渡
す
る
覚
書
を
平

成
31
年
２
月
７
日
に
締
結
。

地
域
住
民
や
教
育
機
関
と
の

連
携
並
び
に
、
新
た
な
産
業

と
な
り
得
る
海
洋
資
源
の
研

究
と
開
発
に
寄
与
す
る
た
め

の
施
設
。
譲
渡
後
も
趣
旨
に

留
意
し
活
用
し
て
も
ら
う
予

定
。

②
国
の
農
村
総
合
整
備
事
業

を
活
用
し
取
水
事
業
を
行
っ

た
が
、
掘
削
し
た
井
戸
水
は

塩
分
濃
度
が
高
く
取
水
量
も

少
量
で
あ
っ
た
た
め
、
事
業

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

答　

農
林
水
産
課
長



いっぱん質問

❼ 2023.8 のとちょう議会だより第 73号

田端　雄市　議員

問　がん検診の無料化を要望

答　65才以上の無料化は考えていない

問
　

特
定
健
診
に
合
わ
せ
、
そ

れ
ぞ
れ
、
が
ん
検
診
も
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

町
は
今
日
ま
で
、
自
己
負
担

の
軽
減
も
図
り
な
が
ら
、
本

事
業
を
進
め
て
き
た
。
今
後
、

65
才
以
上
の
方
に
は
、
健
康

を
守
り
、
経
済
負
担
軽
減
の

意
味
か
ら
完
全
無
料
化
を
要

望
す
る
。
受
診
率
を
上
げ
る

最
大
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、

無
料
化
で
あ
る
と
考
え
る
。

答　

町
長

　

県
内
の
市
町
の
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
集
団
検
診
、

医
療
機
関
で
の
受
診
等
、
負

担
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

当
町
は
、
５
歳
刻
み
の
年
齢

の
方
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
28
年
度
か
ら
自
己
負
担
を

安
価
に
し
て
お
り
、
現
在
、

65
歳
以
上
の
無
料
化
は
考
え

て
い
な
い
。

問
　

第
４
期
の
が
ん
対
策
基
本

計
画
を
政
府
が
決
定
し
た
。

計
画
に
は
、
職
域
検
診
を
含

め
、
受
診
率
の
目
標
を
60
％

と
し
て
い
る
。
現
在
、
町
は
、

国
保
の
受
診
率
は
把
握
し
て

い
る
が
、
職
域
部
分
は
把
握

し
て
い
な
い
。

　

町
長
は
、
自
治
体
住
民
全

員
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に

関
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
受
診
率
に
関
心
を
払
い

向
上
を
図
る
べ
き
だ
。

問　

が
ん
検
診
の
受
診
率
を
問
う

答　
国
・
県
の
方
針
を
参
考
に
進
め
る

答　

町
長

　

県
内
市
町
が
実
施
す
る
が

ん
検
診
の
受
診
率
は
10
〜
20

％
程
度
で
あ
り
、
当
町
（
国

保
加
入
者
）
は
受
診
率
の
目

標
を
25
％
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
定
年
齢
へ
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
や
、

受
診
率
の
低
い
胃
が
ん
検
診

へ
の
対
策
と
し
て
、
個
別
通

知
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

保
以
外
の
社
会
保
険
等
加
入

者
も
、
対
象
と
な
る
す
べ
て

の
方
が
受
診
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
。

　

国
の
基
本
計
画
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
、
県
の
方
針

を
参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
質
問

政
府
の
基
本
計
画
で
は
、

職
域
検
診
の
法
的
位
置
づ
け

を
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図

る
と
し
て
い
る
。
職
域
検
診

の
利
点
は
職
場
の
現
役
世
代

を
が
ん
か
ら
守
る
こ
と
で
あ

る
。
町
は
、
町
内
事
業
者
が

取
り
組
み
や
す
い
知
識
の
普

及
活
動
を
提
示
し
、
先
行
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き

だ
。

がん検診（イメージ）

問
　

役
場
職
員
の
が
ん
検
診
の

受
診
率
は
把
握
し
て
い
な
い
。

役
場
を
事
業
所
の
モ
デ
ル
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
も
考
え

て
い
な
い
。
町
民
へ
の
安
定

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
職
員
の
健
康
管

理
は
重
要
で
あ
り
、
受
診
勧

奨
は
今
後
も
行
っ
て
い
く
。

が
ん
教
育
の
拡
充
を
求
め
る

答　

町
長



❽

いっぱん質問

市濱　　等　議員

問　県道35号・国道249号の難所解消は

答　県に事業化を働きかける

問
　

能
登
町
の
建
設
工
事
競
争

入
札
に
お
け
る
参
加
資
格
の

主
観
的
事
項
審
査
の
取
扱
要

綱
を
確
認
し
た
い
。
ま
た
、

県
内
の
市
町
で
も
同
様
の
審

査
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か
知

り
た
い
。
さ
ら
に
、
自
主
防

災
組
織
へ
の
協
力
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
町
防
災
士
会
へ

の
入
会
者
や
活
動
協
力
者
の

追
加
が
適
切
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

問
　

県
道
と
国
道
の
ダ
ブ
ル
ラ

ダ
ー
構
想
は
特
に
能
登
町
で

は
な
か
な
か
進
展
し
て
い
な

い
。
教
育
環
境
で
は
中
学
校

の
統
合
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

移
動
手
段
や
道
路
環
境
の
整

備
が
急
務
だ
。
現
状
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
町
内
会
で
危

険
箇
所
に
対
す
る
要
望
を
提

出
し
た
。
対
応
状
況
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

松くい虫防除空中散布の様子

そ
の
他
質
問

町
の
海
岸
線
に
は
景
勝
地

で
あ
る
遠
島
山
公
園
や
赤
崎

海
岸
、
九
十
九
湾
な
ど
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は

松
く
い
虫
対
策
が
十
分
に
行

き
届
い
て
い
な
い
。
上
空
散

布
に
加
え
て
、
柳
田
植
物
公

園
で
も
地
上
散
布
を
実
施
し

て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

答　

企
画
財
政
課
長

　

主
要
な
要
件
は
技
術
力
、

社
会
性
、
災
害
協
定
締
結
、

除
雪
対
応
、
消
防
団
協
力
事

業
所
、
障
害
者
雇
用
、
女
性

技
術
者
雇
用
で
あ
る
。
今
年

度
よ
り
災
害
対
応
や
地
域
貢

献
に
寄
与
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
防
災
士
の
雇
用
を
追

加
し
た
。
石
川
県
、
珠
洲
市
、

羽
咋
市
も
同
様
に
導
入
し
て

い
る
。

　

防
災
士
を
雇
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
防
災
活
動
へ
の
協

力
も
要
件
と
し
て
い
る
。
防

災
士
会
へ
の
入
会
と
防
災
活

動
の
実
施
が
あ
れ
ば
同
等
に

扱
わ
れ
る
。

答　

建
設
水
道
課
長

　

本
木
地
区
と
真
脇
地
区
に

関
し
て
は
、
能
登
総
合
開
発

促
進
協
議
会
と
町
長
会
を
通

じ
て
県
に
推
進
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
羽
根
地
区
、
小
浦

地
区
、
越
坂
地
区
に
つ
い
て

は
既
に
県
に
要
望
書
を
進
達

し
て
い
る
。
対
策
が
必
要
な

箇
所
に
つ
い
て
は
、
事
業
化

に
向
け
て
県
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。

問　
入
札
制
度
主
観
的
要
件
の
追
加
要
件
は

答　

防
災
士
の
雇
用
を
追
加

答　

農
林
水
産
課
長

　

平
成
30
年
度
を
ピ
ー
ク
に

当
町
の
被
害
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。
景
勝
地
な
ど
で
の
支

障
木
に
つ
い
て
は
、
県
お
よ

び
森
林
組
合
と
共
同
で
樹
木

の
健
全
な
保
全
に
取
り
組
む

た
め
、
調
査
や
伐
採
を
行
っ

て
い
る
。
柳
田
植
物
公
園
以

外
の
地
上
散
布
に
つ
い
て
は
、

機
器
の
搬
入
路
な
ど
の
問
題

が
あ
り
、
実
施
が
難
し
い
場

所
も
あ
る
。
今
後
も
立
地
や

地
理
的
条
件
、
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
方
法
で
今
後
も
継
続
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

町防災士会　災害ボランティアの様子



❾ 2023.8 のとちょう議会だより第 73号

いっぱん質問

酒元　法子　議員

問
　

空
き
家
を
、
町
で
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
て
新
規
に
貸
し

出
し
た
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ

タ
ー
ン
、
新
規
移
住
者
に
貸

し
付
け
る
方
法
な
ど
取
っ
て

い
る
の
か
。

　

固
定
資
産
税
に
代
わ
る
永

続
的
税
収
を
見
つ
け
出
し
、

充
当
で
き
れ
ば
、
税
率
評
価

額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

増
収
分
は
、
減
税
効
果
に
変

え
ら
れ
る
対
策
、
政
策
と
し

て
還
元
で
き
な
い
か
。

答　

町
長

　

定
住
促
進
協
議
会
で
は
空

き
家
対
策
を
行
っ
て
お
り
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て

も
間
に
入
っ
て
進
め
て
い
る
。

　

町
内
の
休
耕
田
、
休
耕
地
、

山
林
な
ど
を
町
が
管
理
し
何

か
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。

　

固
定
資
産
の
評
価
は
、
国

が
定
め
た
評
価
基
準
が
あ
り
、

土
地
と
家
屋
は
、
原
則
３
年

ご
と
に
評
価
替
え
を
行
っ
て

問　固定資産税の減税措置の考えは

答　法律に基づいた措置となる
　

能
登
町
で
も
少
子
・
高
齢

化
が
進
み
、
空
き
家
と
休
耕

地
が
増
加
し
、
住
み
慣
れ
た

家
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
境
遇
に
立
た
さ
れ
、
仕
方

な
く
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま

う
傾
向
が
強
い
。
ま
た
休
耕

地
に
し
て
も
、
後
継
者
が
い

な
い
た
め
、
休
耕
地
に
な
っ

て
い
る
。
山
林
も
、
育
て
た

木
々
が
必
要
と
さ
れ
な
い
。

売
り
払
っ
て
も
収
入
が
少
な

い
状
況
の
中
で
手
入
れ
も
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
方
々
に
対
し
て
、
固
定
資

産
税
の
減
税
措
置
を
考
え
て

い
る
の
か
。

問

答　

町
長

　

町
で
は
、
地
方
税
法
に
基

づ
い
て
固
定
資
産
税
の
賦
課

を
し
て
お
り
、
軽
減
措
置
に

つ
い
て
も
法
律
に
基
づ
い
た

取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
ふ
る
さ
と
空
き
家
情

報
制
度
に
登
録
さ
れ
た
空
き

家
に
つ
い
て
、
家
財
道
具
等

の
処
分
助
成
や
、
活
用
援
助

も
行
っ
て
い
る
。
解
体
の
助

成
も
あ
る
。

耕作放棄地（イメージ）

問　

固
定
資
産
税
に
代
わ
る
税
収
で
対
策
を　

答　

固
定
資
産
の
評
価
は
法
律
に
よ
る

い
る
。
３
年
間
の
価
格
の
変

動
に
対
し
、
均
衡
の
取
れ
た

適
正
な
価
格
に
見
直
し
を
行

う
も
の
で
、
宅
地
に
お
い
て

は
毎
年
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
地
や
山
林
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
現
況
の
類

似
す
る
地
区
ご
と
に
標
準
的

な
田
畑
、
山
林
を
選
定
し
、

そ
の
適
正
な
時
価
と
比
べ
て

不
動
産
鑑
定
士
が
各
筆
を
評

価
し
て
い
る
。

税金（イメージ）
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いっぱん質問

志幸　松栄　議員

問　共同墓地に対する今後の考えは

答　合葬墓の建設は考えていない

問
　

少
子
化
や
高
齢
化
が
進
む

今
日
の
社
会
情
勢
に
お
い
て
、

多
数
の
遺
骨
を
共
同
で
納
め

る
合
葬
墓
を
整
備
す
る
動
き

が
県
内
の
市
町
で
広
が
っ
て

い
る
が
、
当
町
の
考
え
は
。

　

造
成
済
み
の
墓
地
公
園
の

空
き
区
画
の
有
無
と
返
還
の

手
続
き
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

問　

通
学
路
の
安
全
対
策
の
現
況
は　

答　

関
係
機
関
と
協
議
し
実
施

問
　

令
和
３
年
６
月
に
発
生
し

た
千
葉
県
八
街
市
の
通
学
路

で
の
事
故
を
受
け
、
当
町
の

通
学
路
の
現
況
は
。

答　

教
育
長

　

千
葉
県
の
通
学
路
の
事
故

を
受
け
、
国
と
警
察
庁
が
連

携
し
作
成
し
た
合
同
点
検
等

実
施
要
領
を
基
に
、
当
町
で

も
点
検
し
た
結
果
、
32
カ
所

を
抽
出
し
、
そ
の
う
ち
31
カ

所
が
対
策
済
み
、
残
り
１
か

所
は
、
現
在
対
策
中
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
26
年
度
に
町
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
、
毎
年
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

道
路
管
理
者
、
警
察
等
と
合

同
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
点
検
結
果
に
基
づ
き
注
意

喚
起
箇
所
等
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
が
具
体
的
な
対
策
方

針
を
協
議
し
、
順
次
改
善
報

告
と
今
後
の
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

答　

町
長

　

先
祖
代
々
の
墓
を
継
承
し
、

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難

な
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
近
年
、
都
市

部
に
お
い
て
も
、
合
葬
墓
が

少
し
ず
つ
建
設
さ
れ
て
お
り
、

県
内
で
も
一
部
の
自
治
体
に

お
い
て
整
備
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
町
で
は
墓
地
公

園
を
整
備
し
て
お
り
、
使
用

者
や
申
込
者
数
が
多
い
こ
と

か
ら
、
合
葬
墓
の
建
設
を
早

急
に
行
う
こ
と
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

通学路交通安全点検の様子

能登町墓地公園

答　

住
民
課
長

　

令
和
５
年
６
月
時
点
の
墓

地
公
園
の
区
画
は
６
２
１
区

画
あ
り
、
そ
の
う
ち
９
区
画

の
空
き
が
あ
る
。

　

返
還
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
の
広
報
に
て
周
知
し
て
い

る
。
10
年
経
過
し
て
も
墓
を

建
立
さ
れ
て
い
な
い
使
用
者

に
は
、
管
理
料
の
更
新
請
求

時
に
返
還
制
度
の
案
内
を
し

て
い
る
。
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議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

６
月
定
例
会
議
の
議
案
質
疑

の
見
物
客
を
収
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
効
果
的
な

利
活
用
に
努
め
た
い
。

問
鍛
治
谷
眞
一　

議
員

答
企
画
財
政
課
長

　

議
決
日
の
翌
日
が
着
工
日

で
完
成
は
令
和
６
年
３
月
20

日
を
予
定
し
て
い
る
。

答
ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　

完
成
し
た
暁
に
は
、
町
内

外
に
幅
広
く
周
知
で
き
る
よ

う
な
機
会
を
設
け
た
い
。

　

地
域
住
民
に
日
常
的
に
親

し
ま
れ
る
広
場
と
し
て
、
ま

た
寒
ブ
リ
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

町
の
活
性
化
や
観
光
拠
点
と

し
て
商
店
街
や
地
域
行
事
で

の
利
活
用
を
図
り
た
い
。

　

あ
ば
れ
祭
り
で
は
、
大
勢

　

役
場
跡
地
整
備
事
業

（
仮
称
）
大
屋
根
広
場
整

備
工
事
の
工
期
は
。

（仮称）大屋根広場整備事業

　

完
成
し
た
際
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
ま
た
施
設
の
利
活
用

は
。

総
務
産委
業員

建

会

設

　

𠮷
田
義
法
（
委
員
長
）

　

小
浦　

肇
（
副
委
員
長
）

　

南　

正
晴　

酒
元
法
子

　

河
田
信
彰　

志
幸
松
栄

問
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推

進
協
議
会
補
助
金
の
詳
細
は
。

答
　

ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
の
新
規

作
成
時
と
既
保
有
カ
ー
ド
に

２
０
０
０
円
相
当
の
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
。
ま
た
、
プ

レ
ミ
ア
ム
チ
ャ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
５
０
０
０
円
以
上

チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
、
２
０
０

０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
。
合
わ
せ
て
４
０
０

０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
。

問
　

旧
内
浦
地
区
で
、
既
に
保

有
さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
ポ

イ
ン
ト
は
付
与
さ
れ
る
の
か
。

答
　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
イ
ン
ト
と

プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ャ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
れ
ば
、
４
０

０
０
ポ
イ
ン
ト
は
付
与
さ
れ

る
。

問
　

ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
へ
の
現

金
チ
ャ
ー
ジ
機
は
、
ど
こ
に

設
置
さ
れ
る
の
か
。

答
　

現
時
点
で
の
案
は
、
宇
出

津
商
店
街
中
心
の
「
か
く
だ

ス
ト
ア
」
内
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　

ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
現
金

チ
ャ
ー
ジ
機
を
、「
か
く
だ

ス
ト
ア
」
に
設
置
す
る
場
合
、

チ
ャ
ー
ジ
の
仕
方
な
ど
、
分

か
ら
な
い
場
合
の
対
応
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
　

現
在
、
設
置
同
意
の
み
を

得
て
い
る
が
、
操
作
要
領
が

分
か
ら
な
い
場
合
の
対
応
は

今
後
「
か
く
だ
ス
ト
ア
」
に
、

操
作
指
導
・
案
内
な
ど
の
支

援
・
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
。

問
　

林
道
整
備
事
業
の
１
２
０

万
円
減
額
理
由
は
何
か
。

答
　

農
林
水
産
業
費
国
庫
補
助

金
１
２
５
万
円
が
追
加
さ
れ

た
の
で
、
地
方
債
を
９
４
０

万
円
か
ら
８
２
０
万
円
に
減

額
し
た
。

問
　

農
業
機
械
等
共
同
利
用
事

業
は
、
ど
の
よ
う
な
機
械
に

補
助
す
る
の
か
。

答
　

４
条
刈
り
の
コ
ン
バ
イ
ン

で
あ
る
。
担
い
手
農
業
機
械

導
入
支
援
事
業
で
、
国
の
事

業
採
択
を
受
け
、
町
が
消
費

税
相
当
分
を
補
助
す
る
も
の

で
、
今
回
は
法
人
が
受
け
る
。

　

対
象
者
は
、
人
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
中
心

経
営
体
で
あ
る
。
採
択
基
準

に
達
す
れ
ば
、
法
人
・
個
人

が
対
象
に
な
る
。
但
し
、
先

に
必
要
な
認
定
取
得
が
必
要
。

問
　

配
合
飼
料
価
格
高
騰
対
策

支
援
事
業
18
件
１
７
０
０
万

円
の
内
訳
を
示
せ
。

答
　

酪
農
６
件
・
肉
用
牛
肥
育

７
件
・
肉
用
繁
殖
２
件
は
、

飼
料
消
費
量
が
少
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
消
費
量
１
ト
ン
当
た

り
２
０
０
０
円
で
算
出
（
上

限
３
０
０
万
以
内
）。
養
豚

１
件
、
養
鶏
２
件
は
、
飼
料

消
費
量
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

補
助
金
上
限
を
超
え
る
の
で
、

上
限
３
０
０
万
円
ま
で
と
な

り
、
合
計
１
７
０
２
万
１
６

０
０
円
と
な
る
。

問
　

農
林
水
産
業
費
の
倒
木
処

理
７
路
線
は
ど
こ
か
。

答
　

上
河
内
線
は
（
北
河
内
）、

山
中
線
は
（
山
中
）、
唐
杉

線
は
（
鮭
尾
）、
矢
渕
線
は

（
矢
波
）、吉
谷
線
は
（
吉
谷
）

の
５
線
路
で
、
２
線
路
は
予

備
と
し
て
計
上
。

林道伐採作業 配合飼料価格高騰対策（イメージ）
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いっぱん質問常任委員会レポート

教委
育員
厚会
生

　

小
路
政
敏 （
委
員
長
）

　

馬
場　

等
（
副
委
員
長
）

　

田
端
雄
市　

金
七
祐
太
郎

　

市
濱　

等　

向
峠
茂
人

　

鍛
治
谷
眞
一

問
　

地
震
災
害
に
よ
る
修
繕
の

工
事
請
負
費
は
随
意
契
約
か
。

答
　

需
用
費
の
修
繕
料
に
つ
い

て
は
見
積
も
り
を
徴
収
し
て

発
注
し
、
工
事
請
負
費
は
工

事
の
設
計
書
を
作
成
し
入
札

執
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　

何
社
も
競
争
入
札
し
て
い

る
の
か
。

答
　

工
事
請
負
費
に
つ
い
て
は

金
額
や
地
域
性
に
応
じ
て
、

指
名
委
員
会
で
審
議
し
た
う

え
で
業
者
を
選
定
し
発
注
と

な
る
。

問
　

ク
ラ
ッ
ク
（
ひ
び
割
れ
）

は
ど
の
よ
う
な
直
し
方
を
す

る
の
か
。

答
　

ク
ラ
ッ
ク
の
大
き
さ
に
よ

る
が
、
大
体
は
Ｕ
カ
ッ
ト
で

ク
ラ
ッ
ク
に
沿
っ
て
サ
ン
ダ

ー
な
ど
で
削
り
、
そ
こ
に
シ

ー
ル
や
充
て
ん
剤
を
注
入
し
、

周
り
と
馴
染
み
よ
く
す
る
た

め
に
塗
装
す
る
。

問
　

小
木
小
学
校
の
地
下
貯
水

槽
は
ど
ん
な
目
的
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
か
。

答
　

消
防
用
の
防
火
水
槽
で
、

今
回
の
地
震
と
は
関
係
な
い
。

今
年
の
３
月
に
定
期
点
検
で

確
認
し
た
際
に
、
水
が
溜
ま

ら
ず
抜
け
て
い
く
た
め
今
回

修
繕
費
を
計
上
し
た
。

問
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
に
つ
い
て
、
送
迎
と
使
用

料
、
賃
借
料
に
つ
い
て
説
明

を
。

答
　

送
迎
は
、
公
共
交
通
機
関

が
不
十
分
な
地
区
に
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
出
し
て
い
る
。
春

と
秋
接
種
の
２
回
分
で
あ
る
。

　

使
用
料
及
び
賃
借
料
は
、

予
約
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
で

あ
る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

予
約
を
受
付
け
た
時
に
、
専

用
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
い

る
。

問
　

コ
ロ
ナ
は
５
類
と
な
っ
た

が
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
今

後
ど
ん
な
位
置
づ
け
に
な
る

の
か
。

答
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
今

年
度
い
っ
ぱ
い
町
が
設
置
す

る
。
来
年
度
以
降
は
各
医
療

機
関
で
受
付
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
年
度
の
春
接
種
ま
で

は
、
国
が
ほ
ぼ
全
額
手
当
す

る
。
秋
は
未
確
定
で
あ
る
。

問
　

福
祉
施
設
の
物
価
高
騰
対

策
の
基
準
に
つ
い
て
、
決
め

方
は
。
ま
た
先
行
き
が
見
え

な
い
中
で
、
毎
年
事
業
を
継

続
で
き
る
の
か
。

答
　

前
回
、
各
事
業
所
に
電
気

代
や
ガ
ス
代
、
油
代
、
食
費

な
ど
実
際
ど
の
く
ら
い
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
の
か
調
査

し
、
前
年
と
比
較
し
た
上
で

設
定
し
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
電
気
代
が
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
６
月
議
会

時
点
で
は
、
実
際
ど
れ
だ
け

高
く
な
っ
た
の
か
出
て
い
な

い
た
め
、
前
回
と
同
じ
単
価

で
設
定
し
て
い
る
。
事
業
の

継
続
に
つ
い
て
は
交
付
金
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

問
　

漆
原
上
水
施
設
跡
地
の
倉

庫
建
設
を
見
直
し
、
他
の
施

設
利
用
や
他
施
設
に
集
約
で

き
な
い
の
か
。

答
　

現
倉
庫
は
、
恋
路
に
あ
る

旧
松
波
配
水
池
施
設
を
改
造

し
て
利
用
し
て
い
る
。
老
朽

化
が
進
み
、
役
場
か
ら
遠
い

た
め
、
夜
間
の
漏
水
対
応
に

難
儀
し
て
お
り
解
体
を
予
定

し
て
い
る
。

　

業
者
に
資
材
や
道
具
を
渡

す
便
宜
も
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
役
場
近
く
の
漆
原
に
簡

易
倉
庫
設
置
を
計
画
し
た
。

問
　

道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
の

主
な
箇
所
は
。
河
川
費
の
詳

細
を
示
せ
。

答
　
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
」
で
、
町
道
藤
波

宇
出
津
１
号
線
・
藤
ノ
瀬
７

号
線
・
矢
波
俎
倉
１
号
線
・

小
間
生
１
号
線
な
ど
10
路
線
。

「
地
方
創
生
道
整
備
推
進
交

付
金
事
業
」
は
、
小
木
12
号

線
・
２
級
当
目
１
号
線
・
真

脇
13
号
線
・
１
級
九
里
川
尻

越
坂
１
号
線
な
ど
11
路
線
。

「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
」

は
、
新
五
朗
河
原
橋
架
け
替

え
と
、
松
波
の
港
橋
補
修
の

２
橋
。

　
「
交
通
安
全
対
策
事
業
」

は
、
鵜
川
６
号
線
・
１
級
宇

出
津
藤
波
の
２
路
線
。「
町

道
法
面
崩
壊
緊
急
対
策
事

業
」
は
、
１
級
柳
田
国
光
１

号
線
・
１
級
神
和
住
柳
田
１

号
線
な
ど
５
路
線
で
あ
る
。

　

河
川
維
持
管
理
費
は
、
普

通
河
川
柏
木
川
・
寺
分
川
・

久
田
川
な
ど
10
河
川
。
河
川

改
修
事
業
は
、
河
ケ
谷
川
・

滝
波
川
・
寺
分
川
な
ど
８
河

川
。

　
「
急
傾
斜
崩
壊
対
策
事
業
」

は
、
黒
川
地
区
を
予
定
。

地震によるクラック（ひび割れ）
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いっぱん質問管外視察レポート

管外視察報告

「広域連合で地域医療を支える」
（つがる西北五広域連合による自治体病院再編成事例）

　　教育厚生常任委員会副委員長　　馬場　等

　　　主な質問は次の通りである。
　　　① 医師の確保はどのようにしているのか
　　　② つがる総合病院までの交通手段と立体駐車場の利用状況は
　　　③ 各地域における民間病院の現状は
　　　④ 中核病院とサテライト医療機関の役割分担
　　　　（小児科、産婦人科、透析、コロナ感染症対応など）はどうか
　　　⑤ 広域連合に転換する際の各首町は難色を示さなかったか。

研修を受ける委員（青森県五所川原市にて） つがる総合病院前にて

　令和5年 7月 11日（火）～13日（木）にかけ
て当委員会は視察研修を行った。
　視察先は青森県五所川原市、つがる総合病院内の西
北五広域連合病院運営局である。
　視察の目的は、「病院のネットワーク化・集約化及
び広域連合による病院の運営等」について学ぶことで
ある。つがる西北五広域連合による5自治体病院の
再編の経緯や、諸問題をどう解決されたか聞いた。
　応対したのは、広域連合病院運営局課長　永山大介
氏と成田弘人氏。
　青森県には６つの二次保健医療圏（青森、弘前、八
戸、上十三、西北五、下北）があり、西北五広域二次
保健医療圏は県内で2番目に広い圏域である。当圏

域には5つの自治体病院があり、それぞれが実施自
治体の住民を中心に医療の提供や医師確保に努めてき
たが、医師不足の深刻化、医業収益の低迷等により経
営状況が悪化していた。
　地域医療を確保していくためには、医療の中核をな
す基幹病院（つがる総合病院）とこれを支援するサテ
ライト医療機関（かなぎ病院、鰺ヶ沢病院、つがる市
民診療所、鶴田診療所）に再編し連携体制を構築して
いくこととした。西北五広域全体で地域医療を支えて
いくために、将来の広域運営体制を見通し、つがる西
北五広域連合で病院再編成事務を行っていくこととな
った。

　2市 4町で構成する、つがる西北五広域連合（人
口119,605人、面積1,752㎡）に対して、
　2市 2町で構成する、奥能登広域圏事務組合（人
口56,358人、面積1,130k㎡）。
　能登北部医療圏は２市２町それぞれ公立病院があ
り、医師や看護師をはじめ、医療現場における補助的
な役割を果たす専門職やスタッフの不足が共通の問題

となっている。過疎化による患者の減少、経営の悪化
と視察先の西北五広域二次保健医療圏と同様な問題を
抱えている。今後の能登北部医療圏における公立４病
院の集約・ネットワーク化を推進するための大きなヒ
ントとなった。２市２町の広域圏で行政サービスを行
う重要性について強く再認識をした視察研修だった。



14

いっぱん質問なり手不足委員会

　憲法第93条において「地方自治体はその議事
機関として議会を設置する」となっています。政
治が無力なのか、先般の統一地方選では議員のな
り手不足が浮き彫りとなり、全国的にも政治の在
り方が問われる大きな問題として突き付けられま
した。
　能登町においても昨秋の町議選において、
2005年の合併後初めて無投票で終わり、 町民の
皆さまは選ぶ権利を行使することができませんで
した。能登町議会としても、この事態を重く受け

能登町議会議員なり手不足解消調査特別委員会から

投票（イメージ）

　５月５日に発生した「令和５年奥能登地震」に際し、能登町議会
を来訪された志賀町、宝達志水町の議会議長と副議長よりお見舞金
をいただきました。

　能登町議会が全国町村議会全国表彰を
受賞したことにより、令和５年５月９日、
全国町村議会議長会から皆川参事が取材
に訪れた。
（地方議会人８月号に掲載される予定）

志賀町議会 宝達志水町議会 全国町村議会議長会の取材に応じる金七議長

奥能登地震 見舞金 全国表彰 取材

能登町議会議員なり手不足解消特別委員会
委員長　鍛治谷　眞一

※現在１名欠員

止め、石川県19市町に先がけて令和５年３月定
例会議において議員各位の賛同を得てこの特別委
員会を設置しました。
　13名※の議員全員が、この特別委員会の委員で
ありますので、遠慮なく声をかけてくだされば嬉
しく思います。
　今後の活動としましては、研修会等を実施しつ
つ、各種団体や町民の皆さまとの意見交換会を開
催し、ご意見やご要望などについてもお聞きでき
ればと考えています。
　令和６年９月定例会議までには報告書を作成し、
議長に提出して議決を得たいと考えております。
　働く議会、活動の見える議会、明るく元気な議
会を目指して、なり手不足の解消を進めてまいり
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま
す。
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いっぱん質問主な議会活動

令和５年出欠状況表
〇…出席　　欠…冠婚葬祭 通院 私事都合等により欠席　　公…他の公務あり　―…対象外　　オ…オブザーバーとして議長が出席　

月　日 議員名会議名

小
浦　
　
　

肇

𠮷
田　
　

義
法

馬
場　
　
　

等

田
端　
　

雄
市

金
七　

祐
太
郎

南　
　
　

正
晴

市
濱　
　
　

等

小
路　
　

政
敏

酒
元　
　

法
子

河
田　
　

信
彰

向
峠　
　

茂
人

志
幸　
　

松
栄

鍛
治
谷　

眞
一

４月19日 広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ― ―
４月25日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
５月10日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
５月10日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５月10日 ５月会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５月29日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
６月 ２日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○
６月 ６日 ６月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月 ７日 教育厚生常任委員会 ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○
６月 ８日 総務産業建設常任委員会 ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ―
６月13日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
６月13日 ６月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月13日 総務産業建設常任委員会 ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ 欠 ― ○ ―
６月15日 ６月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４
月
13
日　
　

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
・
功
労
者
表
彰
式

　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
）

４
月
19
日　
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

４
月
25
日　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
月
10
日　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
員
全
員
協
議
会
・
第
３
回
能
登
町
議
会

５
月
会
議

５
月
18
日　
　

能
登
地
区
町
議
会
連
絡
会
総
会
（
中
能
登
町
）

５
月
23
日　
　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都
・
25
日
ま
で
）

５
月
29
日　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
月
30
日　
　

奥
能
登
市
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
（
柳
田
総
合
支
所
）

６
月
２
日　
　

議
員
全
員
協
議
会

６
月
６
日　
　

第
４
回
能
登
町
議
会
６
月
定
例
会
議
（
議
案
上
程
）

６
月
７
日　
　

各
常
任
委
員
会
（
〜
８
日
）

６
月
13
日　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
第
４
回
能
登
町
議
会
６
月
定
例
会
議

　
　
　
　
　
　
（
一
般
質
問
）・
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

６
月
15
日　
　

第
４
回
能
登
町
議
会
６
月
定
例
会
議
（
採
決
）

６
月
21
日　
　

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会（
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
）

４
月
か
ら
６
月
の
主
な
議
会
活
動
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道
花
さ
ん
ご
夫
婦
が
取
組
む

林
業
は
、
小
規
模
で
あ
っ
て
も

生
業
と
し
て
成
立
つ
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
環
境
保
全
に

も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
林
業
に
は
必
要
な
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も
穏

や
か
で
優
し
い
眼
差
し
が
印
象

的
な
正
博
さ
ん
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
明
る
い
性
格
の
敬
子
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
夫
婦
で

能
登
の
里
山
を
照
ら
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

 

（
委
員　

𠮷
田　

義
法
）

　    

広
報
編
集

    　

特
別
委
員
会

 

委 

員 

長　

馬
場　
　

等

 

副
委
員
長　

小
浦　
　

肇

 

委　
　

員　

𠮷
田　

義
法

 　
　
　
　
　

田
端　

雄
市

　
　
　
　

 　

南　
　

正
晴

 　
　
　
　
　

小
路　

政
敏

 　
　
　
　
　
　

まちかどインタビュー

 インタビュー

まち
どか

次の定例会議は９月６日開会予定です。
　議会の日程については、決定しだい町のホームページ、および有線テレビでお知らせしています。
　傍聴にお越しの際は、引き続き基本的な感染防止対策のご協力をお願いします。

道花さんご夫婦

　

今
回
の
ま
ち
か
ど
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、「
奥
能
登
み
っ

ち
ー
フ
ァ
ー
ム
」
の
道
花
正

博
さ
ん
、
敬
子
さ
ん
ご
夫
婦

で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

 

𠮷
田　

義
法
）

◆
「
奥
能
登
み
っ
ち
ー
フ
ァ

ー
ム
」
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
（
敬
子
さ
ん
）
夫
婦
で
原

木
シ
イ
タ
ケ「
の
と
１
１
５
」

を
栽
培
し
て
お
り
、
生
シ
イ

タ
ケ
と
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
を
個

人
販
売
や
通
信
販
売
し
て
い

ま
す
。

や
販
売
先
を
確
保
す
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
妻
が
や

っ
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま

し
た
。

◆
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
魅
力
は

何
で
す
か
。

　
（
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
）
お

客
様
か
ら
、
お
い
し
い
と
言

っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し

い
で
す
。
ま
た
、
厳
し
い
基

準
が
あ
る
た
め
、
年
間
10
〜

20
個
し
か
と
れ
ま
せ
ん
が
、

肉
厚
の
「
の
と
て
ま
り
」
を

作
る
こ
と
で
す
。

◆
ご
夫
婦
で
の
林
業
に
つ
い

て
、
良
い
点
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
（
正
博
さ
ん
）
一
人
よ
り

二
人
の
方
が
作
業
効
率
は
良

い
で
す
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
も

２
倍
で
す
。
ほ
と
ん
ど
妻
の

ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
が
（
笑
）

◆
最
後
に
一
言
、
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
（
正
博
さ
ん
）
山
か
ら
伐

り
出
し
た
木
は
ホ
ダ
木
の
他
、

マ
キ
と
し
て
使
い
必
要
以
上

の
伐
採
は
行
わ
ず
、
山
林
の

保
全
に
努
め
な
が
ら
シ
イ
タ

ケ
栽
培
を
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　
（
敬
子
さ
ん
）
自
伐
型
林

業
を
学
ん
で
お
り
、
自
分
で

も
作
業
道
を
作
っ
て
み
た
い

で
す
。
ま
た
、
一
次
産
業
の

林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

儲
か
る
仕
組
み
作
り
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
に
は

就
業
者
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。

豊
か
な
る

　
　

夫
婦
で
紡
ぐ
能
登
の
里
山

チェーンソーを使う敬子さん

◆
原
木
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
す

る
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　
（
正
博
さ
ん
）西
日
本
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
で
高
速
バ
ス
の
運

転
手
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

退
職
し
金
沢
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
際
、
父
親
が
以
前
、
栽

培
し
て
い
た
の
を
見
て
お
り
、

自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

◆
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
苦
労
さ

れ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
（
正
博
さ
ん
）
自
宅
の
裏

山
で
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
作
業
道
を
付
け
る
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
と

12
月
か
ら
３
月
に
収
穫
す
る

た
め
、
ホ
ダ
木
を
ハ
ウ
ス
の

中
に
移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
始
め
た

こ
ろ
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
り

シイタケ山 イベントに出店


